
目標値の引き上
げに関しては、継
続的な改善を進
めるにあたって問
題はない。
結果として未達成
項目が多くなった
が、目標数値とし
ての改善は必要
である。

システムについては大きな問題点はなく、変更の必要もないと考える。

2022 年

1月～12月 12ヵ月間
発行日
改訂日

株式会社　鬼頭精器製作所
対象期間　

2023年4月3日

環境経営レポート
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①組織の概要

・事業所名
・代表者名
・設立
・資本金
・所在地

Hp http://www.kitouseiki.co.jp
E-mail info@kitouseiki.co.jp

・床面積
・環境管理責任者及び担当者 環境管理責任者システムについては大きな問題点はなく、変更の必要もないと考える。

製造部 中村陽一
・連絡先 事務局 竹森さよ子

Tel 0565-52-3757
Fax 0565-52-8567

・事業内容 

主な製品

◆自動車部品試作：シリンダ・ハウジング・シャフト等 

◆工作機械部品：回転工具・スピンドル・ギヤー等 

その他の製品

◆航空宇宙部品：チタン・インコネル・ステンレス等 

◆建築機械部品：バルブ・ピストン・ボールネジ等 

◆金型部品：各種形状ピン・ブッシュ・ピン等 

事業規模　 2022 年
回転工具等、生産台数 527 台
売上高 674 百万円
従業員 46 人

②対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日
組織
活動 上記事業内容の通り
レポートの対象期間及び発行日
対象期間　 2022年 1月～12月
発行日
改訂日

2023年4月3日

株式会社　鬼頭精器製作所 　
代表取締役　鬼頭　明孝 
1963年3月
2000万円 

株式会社　鬼頭精器製作所

〒473-0904　豊田市中町中根50番地

2000㎡ 

産業用工作機械の精密金属加工部品並びに加工用ツーリングユニットの製造・組立及
び設計、自動車用精密金属加工部品の製造

3 環境経営レポート
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環境理念

環境経営方針
環境理念に基づき、以下の方針を定め、活動を行います 。

1． 環境関連法規、条例および技術、経済的
に可能な範囲で当社が同意したその他
環境関連要求事項についての遵守

2． すべての社員へ環境経営方針の周知徹底

3． システムについては大きな問題点はなく、変更の必要もないと考える。
4． 環境経営の継続的改善
5． 重点分野として、具体的な以下の項目に取り組む

　　①生産活動における電気使用量と化石燃料の削減
　　　　による二酸化炭素排出量の削減
　　②廃棄物排出量の削減
　　③水使用量の削減

　　④化学物質使用量の削減
　　⑤環境に配慮した製品の生産
　　⑥社員への教育・訓練の実施及び意識の向上

制定日

2010年7月1日

改定日
2021年6月5日

株式会社鬼頭精器製作所

代表取締役

③環境経営方針

　株式会社鬼頭精器製作所は、産業用工作機械及び自
動車金属部品の提供を通じて社会に貢献するとともに、
品質・価格・納期のたゆまない改善を推進し、顧客満足を
追求します。これら事業活動において地球環境に配慮
し、より良い環境づくりを目指して地域環境保全への積極
的取り組みを行っていきます 。

鬼頭明孝
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④環境経営目標
作成日

中村
21.05.21

2017年基準 2021年 2022年 2023年 2024年

環境方針
分類
№

名称

ｋＷｈ 233,966 194,192 191,852 189,512 187,173

ｋWｈ/百万円 411.91 341.89 337.77 333.65 329.53

基準比% - -17% -18% -19% -20%

kg 16,297 11,082 10,919 10,756 10,593

kg/百万円 28.69 19.51 19.22 18.94 18.65

基準比% - -32% -33% -34% -35%

Ｌ 17,062 16,380 16,209 16,038 15,868

Ｌ/百万円 30.04 28.84 28.54 28.24 27.94

基準比% - -4% -5% -6% -7%

L 941 903 894 885 875

L/百万円 1.66 1.59 1.57 1.56 1.54

基準比% - -4% -5% -6% -7%

kg-CO2 201,250 165,154 163,142 161,129 159,117

kg-CO2/百万円 354.31 290.76 287.22 283.68 280.14

基準比% - -18% -19% -20% -21%

L 7,400 4,292 4,218 4,144 4,070

Ｌ/百万円 13.03 7.56 7.43 7.30 7.17

基準比% 45019 -42% -43% -44% -45%

kg 350 336 333 329 326

kg/百万円 0.62 0.59 0.59 0.58 0.57

基準比% - -4% -5% -6% -7%

㎥ 462 444 439 434 430

㎥/百万円 0.81 0.78 0.77 0.76 0.76

基準比% - -4% -5% -6% -7%

L 368 353 350 346 342

L/百万円 0.65 0.62 0.62 0.61 0.60

基準比% - -4% -5% -6% -7%

(管理数量) (管理数量6増) (管理数量7増) (管理数量8増) (管理数量9増)

⑤環境に配慮した
製品の生産

8 図面提案数 件 15 21 22 23 24
⑥社員への教育・
訓練の実施及び意
識の向上

9 朝礼およびグループミーティングにて環境計画の意識を向上させる。

備考
・2017年にて廃油以外の項目が環境目標として掲げていた数値を達成したため、新たに2017年を基準として目標に設定致しました。
・本目標は、2017年売上高をもとにした環境効率指標基準にて設定致しました。
・基準総量をベースに年1％削減を目標と実績値が目標値を大きく上回った場合、その理由が明確であれば項目ごとの目標値の見直しを
行います。
・2020年の目標値は、大きく改善された2018年実績値の電力、ガス、CO2、廃油の項目において、実績値をもとに見直しを行っています。

2017年売り上げ高　568百万円
※基準総量の電力の二酸化炭素排出量については、平成30年度調整後の二酸化炭素排出係数　0.472kg-CO2/kWhに見直し致しました。
・化学物質使用量については、PRTR対象物質を含まないシンナーを使用しており、製品使用量について目標数値を項目としています。
コロナ禍による経済縮小の影響を受けることが予想されたため、目標値を2020年度のみ昨年の売上を加味して調整しております。

4 灯油

目標値 目標値

項目 単位
（2017年売上
高をもとにし

た環境効率指
標基準）

基準総量

1 電力

2
液化石油ガス

(LPG)

①二酸化炭素排出
量の削減
　　CO2

②廃棄物排出量の
削減

③水使用量の削減

④化学物質の使用
量の削減

目標値目標値

5 可燃ごみ

3 ガソリン

4 廃油

6 上水道

7
有機溶剤使

用量
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⑤環境経営計画

社員への教育・訓練
の実施及び意識の向上

技能・技術の継承 各ＧＬ より効率的な生産のための技能技術教育

環境意識の向上 中村 人員の環境意識向上のため、全社員への活動報告

計画作成

中村
22.01.5

化学物質使用量の削減 化学物質の管理の徹底 中村
使用化学物質(PRTR対象物質含む)の種類、使用量、
保管量、使用方法、使用場所、保管場所等の記録･管
理

環境に配慮した製品の生産 製品の設計 中村 修理を配慮した製品設計

水使用量の削減
日常業務の管理

に当たっての配慮
竹森 蛇口解放時の節水 使用時以外の蛇口閉め確認

廃棄物排出量の削減

紙の使用量の抑制 中村 電子メディア等の利用によるペーパーレス化

オフィス等における
リサイクルの促進

中村
紙、金属缶、ガラスびん、プラスチック、電池等につい
て、ごみの分別を徹底

含油排水の管理
システム
について
は大きな

含油排水の保管場所と保管量、排出量の管理及び記
録

二酸化炭素排出量の削減
（燃料消費量削減）

収集・運搬車両の使用
に当たっての配慮

中村 アイドリングストップ等運転方法の配慮

3 4 5
環境経営目標 項目 担当者 取組

2022年
1 8 9 10 11 126 7

二酸化炭素排出量の削減
（電力消費量削減）

日常業務の管理
に当たっての配慮

中村 空調・冷却設備の保守点検

2
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⑥-1環境経営計画に基づき実施した取り組み内容

○十分な取り組みができた 備考

△やや取組が不足していた

×取組が不十分であった

空白　対象がなかった

〇 〇

チェック方法

計画作成 実施確認

中村
22.01.5

中村
23.03.31

×

社員への教育・訓練
の実施及び意識の向上

〇

環境意識の向上 中村 人員の環境意識向上のため、全社員への活動報告
×

〇 〇 〇 〇 〇
技能・技術の継承 各ＧＬ より効率的な生産のための技能技術教育

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 × 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇
環境に配慮した製品の生産 製品の設計 中村 修理を配慮した製品設計

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
化学物質使用量の削減 化学物質の管理の徹底 中村

使用化学物質(PRTR対象物質含む)の種類、使用量、
保管量、使用方法、使用場所、保管場所等の記録･管
理

〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇
水使用量の削減

日常業務の管理
に当たっての配慮

竹森 蛇口解放時の節水 使用時以外の蛇口閉め確認

含油排水の管理
システムについて
は大きな問題点は
なく、変更の必要

含油排水の保管場所と保管量、排出量の管理及び記
録

廃棄物排出量の削減

紙の使用量の抑制 中村 電子メディア等の利用によるペーパーレス化

オフィス等における
リサイクルの促進

中村
紙、金属缶、ガラスびん、プラスチック、電池等につい
て、ごみの分別を徹底 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
二酸化炭素排出量の削減

（燃料消費量削減）
収集・運搬車両の使用

に当たっての配慮
中村 アイドリングストップ等運転方法の配慮

〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

二酸化炭素排出量の削減
（電力消費量削減）

日常業務の管理
に当たっての配慮

中村 空調・冷却設備の保守点検

2 3 4 5
環境経営目標 項目 担当者 取組

2022年

1 8 9 10 11 126 7
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⑥-2実施体制

体制図と役割・責任・権限

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定

・環境管理責任者の任命
・環境経営計画に必要な資源提供

システムについては大きな問題点はなく、変更の必要もないと考える。 ・実施体制の構築
・全体の評価と見直し・指示

・EA21のシステム構築/運用/維持

・外部コミュニケーション

・記録の保管

・全体計画作成と進捗チェック

・環境経営計画の立案

・グループ要員の活動進捗管理

・活動の記録確認

・要員への周知徹底

・環境経営計画の実施
・実施の記録

担当者
営 業 管 理 Ｇ

成瀬将

担
当
者
の
役
割

品管Ｇ
要員

(フライスＧ)
要員

(研磨Ｇ)
要員

製　造　Ｇ
担当者　加藤　公司

要
員
の
役
割

管理№ EA21-02

承認 作成

鬼頭
'23.01.06

中村
'23.01.06

組立Ｇ
要員

営 業 管 理 Ｇ
要員

代表者
代表取締役
鬼頭　明孝

環境管理責任者
中村　陽一

環境事務局
竹森　さよ子

製　　　　　　　　　　造　　　　　　　　　　　部 管　理　部

担当者
品管G
中井
和教

担当者
組立G
中村陽一
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⑦環境経営目標および環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

674 百万円

平成30年度中部電力調整後電力の二酸化炭素排出係数　 0.472 kg-CO2/kWh

・基準値2017年環境効率指標をもとに、目標値は年次1％減とする

（実績値が目標値を大きく上回った場合、その理由が明確であれば項目ごとの目標値の見直しを行い反映させる）

環境方針
分類
№

ｋＷｈ 233966 -1%

ｋWｈ/百万円 411.91 -17%

kg 16297 -25%

kg/百万円 28.69 -37%

Ｌ 17062 -12%

Ｌ/百万円 30.04 -26%

L 941 -20%

L/百万円 1.66 -33%

kg-CO2 201250 -9%

kg-CO2/百万円 354.31 -24%

L 7400 -9%

L/百万円 13.03 -24%

kg 350 34%

kg/百万円 0.62 13%

㎥ 462 -21%

㎥/百万円 0.81 -34%

L 368 -9%

L/百万円 0.65 -23%

⑤環境に配慮し
た製品の生産

9 件 15 22 - ○

※自社使用化学物質にてPRTR対象品がないため、有機溶剤の使用量削減を化学物質にあてています。

2）環境経営計画の取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営目標
項目 達成状況

次年度の目
標値

単
位

749
○

1.57 1.11
4 灯油

目標値の
基準年比%

231,495

343.46

12,279

18.22

14,938

22.16

環境効
率指標
目標に
対する
評価

×

○

○

基準年
に対す

る
増減率

2022年

-18%

-33%

-5%

○

×

×

○

○

②廃棄物削減

4

5

③使用水量削減 6

-43%

-5%
469

0.70

363

0.54

0.50

182,292

270.46

6,700

9.94

-19%

-5%

環境に配慮した
製品の生産

化学物質の使用量削減 目標達成

目標達成

未達成

未達成

目標達成

廃油

可燃ゴミ

未達成

灯油 目標達成

目標達成上水道

二酸化炭素削減

電力

ガソリン 未達成

実質使用量および環境効率指標での換算において有機溶剤の使用量は目標達成となりま
した。

廃切削油量は目標未達成となりました。洗浄機の使用が増え、洗浄剤を用いた廃油が増え
たことが原因としてあげられます。

シンナーの使用をできるだけ控え、代替え品としてクリーナーの
活用をすすめ、目標達成に努めてまいります。

④化学物質の使
用量削減

7

次年度の取組

液化石油ガス
(LPG)

目標達成
環境効率指標をもとにエネルギー消費量から、二酸化炭素重量換算した結果、目標達成と
なりました。

使用量、保管量、使用方法、使用場所、保管場所等の記録･管
理を継続、使用量を削減し、、さらなる周知、徹底に努めてまい
ります。

用紙の裏刷り活用、及び紙資源の電子化を継続しました。
紙資源の裏刷り、必要書類の電子化を適宜行っていきます。

呼びかけのためのステッカーをはり出し、社員への周知徹底を
今後も継続して使用量の削減に努めてまいります。

-5%

(管理数量)

活動内容の集中化を図り、それについて重点的に社員へ呼び
かけ、さらなる周知、徹底に努めてまいります。

さらなる社内設備稼働の効率化に努めてまいります。
環境効率指標をもとに電力使用量は未達となりました。工場の稼働に伴い、売上も増しまし
たが、実際の消費量も増加しました。目標値-18％に対し-17％とわずかに不足しました。

環境効率指標をもとに液化石油ガス(LPG)の目標達成となりました。昨年実績と比較して、
売り上げも増加が要因として挙げられます。

評価

ガソリンの実質消費量および環境効率指標の両面で目標達成となりました。

引き続き工場内での使用において、日中のストーブの長時間の
使用を避け、朝夜の時間を区切りを周知してまいります。

固定の取引先について、効率の良い配送ルートを意識しミー
ティング時に決定することにより、無駄な社用車の運転を省き目
標達成に努めてまいります。

灯油使用量については、目標達成となりました。

件

333.65

18.94

1.56

283.68

7.30

0.58

0.76

0.61

23

kg-
CO2/
百万
円

Ｌ/百
万円

kg/百
万円

㎥/百
万円

L/百
万円

ｋWｈ/
百万
円

kg/百
万円

Ｌ/百
万円

28.24 Ｌ/百
万円

電力、LPG、ガソリンの使用量削減を主軸に社員へのさらなる周
知、徹底に努めてまいります

一般廃棄物は目標未達成となりました。自社修理事業の拡大に伴い、より多くの遠方の客
先から受注を獲得したこともあり梱包材の活用が多くなったことが原因と挙げられます。

環境効率指標をもとに水道使用量は、目標達成となりました。

3）次年度の環境経営計画
従来の環境経営計画を継続します。

自社設計品による図面変更によるアプローチにおいて、提案に
努めてまいります。

新規設計において、修理を配慮した設計を7件行い、目標達成致しました。

目標値

191,852

337.77

10,919

19.22

16,209

28.54

163,142

287.22

4,218

7.43

333

0.59

電力

液化石油ガス
(LPG)

ガソリン

実績値

項目

名称

336

439

2022年売り上げ高

単位
（2017年売上高をもとに
した環境効率指標基

準）

○は達成×は未達成とする

図面提案数

項目

廃油

可燃ごみ

上水道

有機溶剤使用量
(※)

2222

0.77

350

0.62

①二酸化炭素
削減

　　CO2

1

2

3

1）環境経営目標の実績

-5%
894
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⑧-1.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟などの有無

作成

中村

23.03.31

分類 法令規制の名称 管理方法 頻度 確認者

騒音規制法
騒音の確認測

定（自主）

年１回
敷地内測定

（別紙）

中村
23.03.31

振動規制法
設備の異常振

動の確認
使用前点検に

て確認
中村

23.03.31

簡易点検
３ヶ月に一度以

上
中村

23.03.31

定期点検
３年間に一度以

上
中村

23.03.31

アイドリングストップ条例 社内への周知
日常朝礼、

ミーティングに
て確認

中村
23.03.31

リサイクル 家電リサイクル法
期間内での廃棄

はなし
該当なし

中村
23.03.31

廃棄物保管場
所の管理

廃棄物の分別
都度

中村
23.03.31

契約書の確認 都度
中村

23.03.31

交付　収集運搬、処分委託の都度

照合　収集運搬、処分委託の都度

５年間保管

優良認定業者 都度
中村

23.03.31

報告書の提出 年１回
中村

22.05.21

期間内での対応
はなし

なし
中村

23.03.31

保管量の点検 都度
中村

23.03.31

定期清掃 年1回
中村

23.03.31

保守点検 年3回
中村

23.03.31

法定検査 年1回
中村

23.03.31

違反、訴訟等

事故発生時に直ちに通報の義務

当社に適応する環境関連法規制については、文書「環境関連法規制等一覧表」にとりまとめを行いました。順守状況を確認したところ環境関連法規への違反はありません
でした。なお、関係当局より違反などの指摘もなく、また、近隣住民からの指摘、苦情、訴訟などもありませんでした。

水質 浄化槽法

廃棄物 マニフェスト

産業廃棄物処分場　現地確認（持込の都度）

産業廃棄物処理委託業者との委託契約の締結

化学物質 消防法

産業廃棄物管理票の交付状況等報告

浄化槽によるし尿および雑排水の適正な処理を図り、生活環境の保全
および公衆衛生の向上に寄与すること
処理方式　単独浄化槽
設備規模　20人槽

条例
危険物第4類　適正保管量管理　基準指定数量比0.2未満

備考

内容

小売業者へ引渡、収集、再商品化の料金支払い義務

廃棄物置場の保管基準の遵守

業務用のエアコンディショナー、冷蔵機器及び冷凍機器であって、冷媒
としてフロン類が使用されている場合フロン類の漏えい防止対策を行う
圧縮機に用いられる原動機の定格出力が7.5kw以上、50kw未満の機器

環境保全

廃棄物処理法 マニフェストの管
理状況の確認

都度

システムについては大きな問題点はなく、変更の必要もないと考える。

騒音が下記の基準を超えないこと
第３種区域
（朝・夕　55デシベル　昼60デシベル　夜間50デシベル）
空気圧縮機7.5kw以上の設置届出提出

振動が下記の基準を超えないこと
第三種区域
（昼65デシベル　夜間60デシベル）
空気圧縮機7.5kw以上の設置届出提出

中村
23.03.31

フロン排出抑制法
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予定月を決定し、実施時には表に日付を記入 備考

⑧-2.環境関連法規等の遵守状況の確認計画表及び実施記録

実施

2 3 10 11 126 7 8 94 5
分類 項目 担当者 取組

年 2022年
月 1

環境保全

騒音規制法

中村

敷地内にて騒音測定器を用いて点検
計画

12/2
4

振動規制法 空気圧縮機の使用前点検表にて、設備の異常振動を確
認

計画

2/1 3/1 4/2 5/2実施 1/6 10/5 11/5 12/6

フロン排出抑制法

空調機の室外機を点検表を用いて簡易点検
計画

三年に一度　法定点検
計画

6/3 7/3 8/4 9/4

12/46/9 9/4実施 3/6

実施

廃棄物 廃棄物処理法 竹森 産業廃棄物管理票の交付状況等報告
計画

5/29

実施 5/25

実施 3/10

計画

浄化槽の保守点検
計画

7/7
浄化槽の定期清掃

実施
10/1

1

浄化槽の法定点検
計画

3/8 6/30

実施

チェック方法

計画作成 実施確認
本計画表は、環境関連法規等の遵守状況の確認頻度が都度のものは除く

中村
21.12.24

中村
23.03.31

9/8

水質 浄化槽法 竹森
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項目
変更の

必要性の
有無

有の場合
の

指示内容

環境経営方針

環境経営方針に示された環境理念及び方針内容は
適切であるか
EA21全体の取組は効果的であるか

今後の方針
基本的な方針の変更はな
し

□有
■無

環境経営目標

環境経営目標は妥当か
二酸化炭素排出量の削減
廃棄物排出量の削減
水使用量の削減
使用化学物質の削減
環境に配慮した製品の生産
社員への教育・訓練の実施及び意識の向上

エネルギー使用量関連に
おいては、昨年同様工場
稼働率も多く、休日での機
械使用率も増加した。売
上面では大きく回復した
昨年度より僅かだが更新
した反面、実質使用量も
大きく、想定ほど使用量を
下げることができなかっ
た。

□有
■無

環境経営計画

環境経営計画は妥当か
日常業務の管理に当たっての配慮
収集・運搬車両の使用
紙の使用量の抑制
廃棄物の発生そのものを押さえる取組
オフィス等におけるリサイクルの促進
日常業務における消耗品についての配慮
製品の設計
従業員等への教育・訓練の実施及び意識の向上

環境に配慮した製品の生
産を基に自社製品として
修理サービスを押し出した
が、昨年度より売上減少と
なった。

■有
□無

組立人員の増
員および教育

実施体制
活動実施体制の構築

組織の変更はなし
□有
■無

環境負荷に大きな変化はないか
環境への取組状況に変化はないか
環境関連法規、条例の内容に変更はないか
法規制は順守しているか
実施体制は効果的か

教育・訓練は実施されているか

外部からの苦情や要望は何か

実施及び運用は適切か

緊急事態への準備と訓練は適切か

取組状況の確認は適切か

問題の是正処置は有効か

文書・記録の作成と整理は適切か

環境活動レポートの内容は適切か
レポートの備付、ホームページでの公開は最新版か

確認 確認
代表者 環境管理

責任者
鬼頭明孝 中村
23.03.31 23.03.31

代表者によるコメント
昨年度の回復した売り上げも維持でき、工場も稼働率も同様に高い一年でした。電力面では特に割合の
大きいコンプレッサーの使用について、工場内でのエアー漏れ修正等で対応を行いました。今後もCO2削
減を目標に効率化を進めてまいります。

⑨代表者による全体の評価と見直し・指示

現在の方針としては適切で
あり、変更の必要はなし。

組織の変更はなし

環境経営シス
テム

システムについては大きな
問題点はなく、変更の必
要もないと考える。

システムの維持管理におい
ては現状の問題はない

□有
■無

評価
見直しに必要な情報（管理責任者の報告、

従業員の提案を含む）内容

環境効率指標での結果はほ
ぼ横ばいであった。しかしな
がら、電力の平均単価が大
きくあがり、実質使用量以上
に費用を圧迫する結果と
なった。

修理サービスの受注は大きく
増加したが、対応が遅く、納
期も長くなっている。作業の
効率化と人員の増加が必要
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